
笏

研
究

ノ
ー
ト
笏

小
学
校
低
学
年
教
育
問
題

本
日
、

昭
和
六
十
年
六
月
二
十
六
日
、
昨
年
九
月
か
ら
精
力
的
に
審

議
を
重
ね

て
い
た
臨
時
教
育
審
議
会

(臨
教
審
)
が
、
第

一
次
の
答
申

を
中
曽
根
首

相
に
提
出
し
た
。
答
申
を
受
け

て
、
政
府
は
関
係
閣
僚
会

議
を
設
置
、

文
部
省
も
省
内
に
教
育
改
革
推
進
本
部
を
設
け
て
改
革
に

着
手
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
国
民
の
総
力
を
結
集
し
て
、
教
育
改
革
の

実
を
挙
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
や
が
て
教
育
課
程
審
議
会
も
設
置
さ

れ
て
い
く

こ
と
に
な
ろ
う
。

私
は
、

こ
れ
か
ら
具
体
化
す
る
で
あ
ろ
う
改
革
の
、
小
学
校
低
学
年

教
育
問
題

に
つ
い
て
、
文
部
省
と
少
し
関
わ
り
を
も

っ
て
来
た
の
で
、

そ
の
内
容

に
つ
い
て
記
し
て
み
た
い
。

1

文
部
省

で
の
研
究

昨
年
秋

に
、
文
部
省
か
ら
次
の
依
頼
が
あ

っ
た
。

十
月
十

九
日

文
部
省
初
等
中
等
教
育
局
長
高
石
邦
男

「
小
学
校
低
学
年
教
育
問
題

懇
談
会
に

お
け
る

講
演
に

つ
い
て

(依
頼
)
」

文
部
省
で
は
、
本
年
度
か
ら
標
記
懇
談
会
を
設
け
て

「
小
学
校
低
学
年
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究
」
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
御
多
忙
中
に
恐
縮
で
す
が
、
先
生
に
下
記
に

よ
り
御
講

話
を
賜
わ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
御
協
力
の
ほ
ど
お
願

長

岡

文

雄

い
し
ま
す
。
ま
た
御
講
演

い
た
だ
い
た
後
も
引
き
続
き
協
議
に
加
わ

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

記

日
時
ー
昭
和
五
十
九
年

十
月
三
十

一
日

(水
)
、

講
義
内
容

ー

「我
が
国
の
合
科
教
育
の
流

れ
に
つ
い
て
」
。

私
は
、
上
京
し
て
低
学
年
教
育
問
題
懇
談
会
に
出
席
し
た
。
こ
の
演

題
で
の
講
演
者
に
は
、
私
の
他
に
、
教
育
課
程
研
究
者
の
今
野
喜
清
氏

(青
山
学
院
大
学
教
授
)
が
お
ら
れ
た
。

二
人
で
、
わ
が
国
の
合
科
教

育
史
に
つ
い
て
述
べ
、
あ
と
、
み
ん
な
で
研
究
討
議
を
重
ね
た
。

標
記
に
い
う

「
低
学
年
教
育
問
題
懇
談
会
」
と
い
う
の
は
、
次
の
よ

う
な
趣
旨
、
内
容
を
も

っ
た
会

で
あ
る
。

昭
和
五
十
九
年
五
月
十
六
日

初
等
中
等
教
育
局
長
裁
定

趣
旨
ー

小
学
校
低
学
年
の
教
育
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
う
。
実
施
方
法
ー

ω

別
紙
の
学
識
経
験
者
等
に
よ

り
構
成
す
る

「
小
学
校
低
学
年
教
育
問

題
懇
談
会
」
を
設
け
調
査
研

究
を
行
う
。
ω

必
要
に
応
じ
ω
以
外

の
者
の
協
力
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
。
実
施
期
間
-

昭
和
五
十
九
年
五
月
十
六
日

か
ら
昭
和
六
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
と
す
る
。

(注
、
延
長
)

(別
紙
)

小
学
校
低
学
年
教
育
問
題
懇
談
会
協
力
者
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岩
崎

三
郎

(青
山
学
院
大
学
教
授
)

奥
田
真
丈

(横
浜
国
立
大

学
教
授
)

梶
田
叡

一

(大
阪
大
学
助
教
授
)

楠
山
三
香
男

(前

サ

ン
ケ
イ
新
聞
論
説
委
員
)

幸
田
三
郎

(
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

長
)

河
野
重
男

(お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
)

斉
藤
正

(放
送

大
学
教
育

振
興
会
理
事
長
)

滝
沢
武
久

(電
気
通
信
大
学
教
授
)

横
山
安
宏

(千
代
田
区
立
麹
町
小
学
校
長
)

協
力
者

は
、
教
育
学
、
教
育
社
会
学
、
教
育
方
法
、
教
育
評
価
、
発

達
心
理
学

の
専
門
家
な
ど
を
含
め
た
九
人
で
あ
る
。
懇
談
会
の
座
長
は

斉
藤
氏
で
、

氏
は
、
臨
教
審
委
員

(第
三
部
会
)

で
あ
り
、
元
文
部
事

務
次
官
で
あ

る
。
ま
た
、
河
野
氏
も
臨
教
審
委
員

(専
門
委
員
、
第
三

部
会
)
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
で
、
こ
の
懇
談
会
が
、
臨
教
審
の
第
三
部

会
と
連
動

し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

2

低
学
年
教
育
の
問
題

「
低
学
年

の
教
育
を
何
と
か
改
め
な
け
れ
ば
」
と
い
う
声
は
、
古
く

て
新
し

い
。

木
下
竹
次
は
、
す
で
に
大
正
期
に
改
革
を
唱
え
、
自
ら
二

十
年
間
、
合

科
学
習
を
実
践
し
た
。
昭
和
十
年
代
に
は
、
国
民
学
校
発

足
を
前
に
し
て
さ
か
ん
に
論
議
さ
れ
も
し
た
。
さ
ら
に
は
、
十
年
前
の
、

現
行
学
習
指

導
要
領
作
成
時
に
お
い
て
大
き
な
論
議
を
呼
ん
だ
。
そ
れ

を
受
け
て
、

今
日
は
、
宿
題
を
果
た
す
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

何
が
問
題
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
こ
の
期
の
児
童
の
心
身

の
発
達

か
ら
み
て
、
伝
統
的
な
教
科
構
成
に
よ
る
教
育
が
自
然
さ
を
欠

い
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

一
年
生
は
六
年
生
と
同

一
の
教
科
構
成
で
あ
り
、
家

庭
科
を
欠
く
だ
け
で
あ
る
。
幼
稚
園
の
六
領
域
に
よ
る
教
育
か
ら
の
段

差
は
大
き
く
、
児
童
を
と
ま
ど
わ
せ
て
い
る
。
入
学
し
て
く
る
児
童
の

身
に
な

っ
て
み
れ
ば
わ
か
る
。
こ
の
期
の
児
童
に
と

っ
て
も

「
今
は
か

け
が
え
の
な
い
燃
焼
の
時
」
で
あ
る
。

こ
の
期
の
児
童
の
の
ぞ
み
を
精

一
ぱ

い
学
校
で
実
現
さ
せ
、
生
気
に
満
ち
た
追
究
生
活
を
行
わ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
現
実
は
、
児
童
を
既
成

の
教
科
の
枠
の
中

に
お
し
こ
め
て
、
静
的
な
授
業
で
、
知
識

の
itt�あ
込
み
に
流
れ
が
ち
で

あ
る
。

こ
れ
を
打
破
し
な
け
れ
ば
、
た
く
ま
し
い
、
主
体
的
、
個
性
的
、

創
造
的
な
児
童
は
育
た
な
い
。
と
く
に
、

こ
の
期

の
児
童
は
、
体
を
通

し
、
活
動
的
に
環
境
に
関
わ
り
、
具
体
的

に
事
物
事
象
を
観
察
し
、
ま

た
、
経
験
を
各
種
の
方
法
で
効
果
的
に
表
現
し
て
い
く
特
性
を
も

っ
て

い
る
。
各
種
の
能
力
も
、
こ
の
特
性
に
根
ざ
し
た
教
育
に
よ

っ
て
飛
躍

的
に
伸
張
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
小
学
校
低
学
年
の
教
科
構
成
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

十
年
前
、
現
学
習
指
導
要
領
作
成
に
際
し
、
教
育
課
程
審
議
会
の

「
中

間
ま
と
め
」
が
、

「
小
学
校
第

一
学
年
に
お

い
て
は
、
社
会
科
及
び
理

科
の
内
容
を
中
心
に
し
て
新
し
い
教
科
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
研
究

し
て
み
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。
そ
れ

で
文
部
省
は
、

「
低
学
年
新

教
科
」
研
究
の
た
め
の
学
習
指
導
要
領
作
成
協
力
者
を
十

一
名
委
嘱
し
、

昭
和
五
十

一
年
七
月
に
、
そ
の
ま
と
め
を
行

っ
た
。
私
は
、
当
時
、
こ

の
協
力
者
の

一
人
で
あ

っ
た
が
、

「
社
会

科
、
理
科
を
合
わ
せ
て

『合

科
』
と
い
う
新
教
科
を
つ
く
る
」
と
い
う
こ
と
に
は
賛
成

で
き
か
ね
た
。

私
の
意
図
す
る
新
教
科
と
し
て
の

「
合
科
」
は
、
も

っ
と
、
他
教
科
に

も
関
わ
ら
な
い
と
、
そ
の
、
う
ま
み
が
発
揮
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ

っ
た
。
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審
議
会
答
申
は
、

「
教
科
構
成
は
従
来
の
ま
ま
に
と
ど
め
、
指
導
上
で

合
科
的
な
指
導
を
工
夫
す
る
よ
う
に
」
と
な

っ
た
。

こ
の
た
め
、
現
行

学
習
指
導
要
領
は
、
総
則
七
で
、

「
低
学
年
で
合
科
的
な
指
導
が
十
分

で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
」
を
記
す
に
終
わ

っ
た
。

そ
し
て
、

そ
の
後
、
昭
和
五
十
八
年
十

一
月
、
第
十
三
期
中
央
教
育

審
議
会

「
教
科
内
容
等
」
小
委
員
会

の
審
議
過
程
報
告
は
、

「
小
学
校

低
学
年
の
教
科
構
成
に
つ
い
て
は
、
国
語
、
算
数
を
中
心
に
し
な
が
ら

既
存
の
教
科

の
改
廃
を
含
む
再
編
成
を
行
う
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
、

さ
ら
に
昨
年

三
月
に
は
、
中
曽
根
首
相
の
私
的
諮
問
機
関

「
文
化
と
教

育
に
関
す

る
懇
談
会
」
が

「
報
告
」

の
中
で
、

「
小
学
校
、
低
学
年
の

教
科
の
再
編
成
を
行
い
、
国
語
、
算
数
に
重
点
を
置
き
、
そ
の
内
容
と

指
導
方
法
を
検
討
す
る
」
と
提
言
し
た
。
こ
れ
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

低
学
年
の
教
科
構
成
問
題
は
、
十
年
越
し
の
課
題
で
あ
り
、
次
期
学
習

指
導
要
領
改
定
の
目
玉
の

一
つ
に
な

っ
て
い
る
。

3

講
義

要
旨
と
改
革

へ
の
期
待

昨
秋
、
私

に
、

「
わ
が
国
の
合
科
教
育
の
流
れ
」
に

つ
い
て
講
ず
る

依
頼
が
あ

っ
た
の
は
、
私
が
、
わ
が
国
の
合
科
教
育

の
開
拓
者
で
あ
る

木
下
竹
次

の
研
究
を
続
け
て
い
る
こ
と
と
、
木
下

の
後
を
受
け
て
、
奈

良
女
子
大
学
附
属
小
学
校
に
お
い
て
、
三
十
年
余
、
合
科
教
育
を
実
践

的
に
研
究
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
主
と
し
て
戦
前
の
木
下
竹
次

の
合
科
学
習
開
拓
の
流
れ
と
、
そ
れ
を
受
け
た

戦

後

の

「
奈
良
プ
ラ

ン
」
に
つ
い
て
話
し
た
。
今
野
氏
は
、
戦
後
の
コ
ア

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
中
心
に
教
育
課
程
の
編
成
と
合
科

・
総
合
に
つ
い
て
講
ぜ
ら
れ
た
。

私
の
講
演
の
要
旨
は
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

一
、
戦
前
の
合
科
教
育

1
、
我
が
国
に
お
け
る
合
科
教
育
の
始
ま
り
1

大
正
九
年

(
一

九
二
〇
年
)、

木
下
竹
次
は
、

奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属

小
学
校
に
お
い
て

「
奈
良
の
合
科
学
習
」
を
始
め
る
。

2
、
欧
米
教
育
の
影
響
ー

ド
イ
ツ
の
合
科
教
授
や
ア
メ
リ
カ
の

ジ

ョ

ン

・
デ

ュ
ー

イ

の

影

響

は

あ

る

が
、

木

下

の
教

育

は

、

彼

独

自

の

も

の

で
、

国

産

品

と

い
わ

れ

る
。

(
中

野

光

氏

評

)

3
、
木
下
竹
次
の

「
奈
良
の
合
科
学
習
」
ー

「
奈
良
の
学
習
法
」

と
の
関
係
、
合
科
の
理
念
、
合
科

の
呼
称
、
大
合
科
と
中
合
科

と
小
合
科
、
合
科
学
習
指
導
要
項
、
合
科
学
習
実
践
例
、
合
科

学
習
指
導
教
師
。

4
、
満
州
事
変
後
の
合
科
-

自
由
教
育
没
落
。

5
、
学
制
改
革
の
気
運
と
合
科
ー

昭
和
十

一
年
(
一
九
三
六
年
)
、

「
一
陽
来
福
」
と
木
下
が
喜
ぶ
。
文
部
省
は
合
科
を
低
学
年
に

と
り
上
げ
よ
う
と
考
え
る
。
文
部
省
教
育
調
査
部
長
の
篠
原
助

市
が
来
校
し
、
二
日
間
授
業
参
観
を
し
討
議
を
重
ね
た
。

6
、
国
民
学
校
の

「
綜
合
授
業
」
と
木
下
の
合
科
。

7
、
奈
良
女
高
師
附
小
以
外
の
、
全
国
の
合
科
実
践
校
。

8
、
合
科
教
育
で
問
題
と
さ
れ
た
点
。

二
、
戦
後
の
合
科
学
習

1
、
終
戦
直
後
の
合
科
。

2
、
戦
前
の
合
科
学
習
の
検
討
と

「
奈
良
プ
ラ
ン
」
樹
立
-

重
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松
鷹

泰
主
事

(前
文
部
事
務
官

・
社
会
科
の
創
設
者
)
を
中
心

に
。

「
し
ご
と
」

「
け
い
こ
」

「
な
か
よ
し
」

の
三
つ
の
生
活

を
も

つ
教
育
構
造
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
。

3
、

「
し
ご
と
」

(合
科

・
社
会
)

の
理
念
と
実
践
。

4
、
今
日
の
合
科

・
総
合

の
実
践
と
問
題
点
。

(以
上
)

木
下
の
教
育
に
つ
い
て
、

私
は
、

一
昨
年
の
、

当
大
学

「
学
報
33

号
」
の
論
文

に
記
し
た
が
、
詳
細
は
、

「
学
習
法
の
源
流
ー

木
下
竹

次
の
学
校
経
営
」
著

(黎
明
書
房
)
に
ま
と
め
た
。
木
下
の
業
績
こ
そ

は
、
今
日

の
教
育
の
め
ざ
す
星
と
い
え
る
。
臨
教
審
は
、
木
下
を
超
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

低
学
年
教
育
問
題
懇
談
会
は
、
今
年
度
も
継
続
し
て
い
る
。

「
文
部

省
の
実
施
す
る
研
究
指
定
校
、
研
究
開
発
校
」
の
実
績
や
全
国
的
な
合

科
的
指
導

の
実
施
状
況
と
問
題
点
を
さ
ぐ

っ
た
り
、
参
考
人
の
意
見
聴

取
を
し
た
り
、
現
場
の
実
践
を
参
観
し
た
り
、
ド
イ
ツ
の

「
事
実
科
」

や
フ
ラ
ン
ス
の

「
目
ざ
ま
し
活
動
」
な
ど
を
研
究
し
た
り
し
な
が
ら
資

料
を
集
め
、

新
教
科
を
策
定
し
て
い
る
。
新
教
科
は
、
「
環
境
科
」
「
総

合
科
」

「事

実
科
」

「
合
科
」

「
生
活
科
」
な
ど
、
名
称
も
考
え
ら
れ

て
い
こ
う
が
、
重
要
な
の
は
、
や
は
り
理
念
の

一
貫
性
で
あ
る
。
今
次

は
、

「
国
語

・
算
数
を
中
心
に
」
と
い
う
改
革
要
求
が
あ
る
が
、
こ
の

二
教
科
の
時
間
増
の
便
宜
上
、
他
教
科
を
合
科
に
す
る
と
い
う
よ
う
な

構
え
で
あ
れ
ば

一
大
事

で
あ
る
。

生
き
る

人
間
の
基
礎

・
基
本
は
、

「
学
ぶ
気
迫
」

「
問
題
解
決
力
」
で
も
あ
る
。
国
語
や
算
数
は
、
現
状

の
授
業
の
ま
ま
の
時
間
増
で
は
子
ど
も
を
生
か
せ
な
い
。
体
当
た
り
の

木
下
の
合
科
学
習
の
実
践
が
充
実
し
て
こ
そ
、
国
語

・
算
数

・
社
会

・

理
科
力
も
育
つ
で
あ
ろ
う
。
今
日
で
は
、

学
際
的
柔
軟
な
追
究
力
を
伸

す
こ
と
も
、
い
よ
い
よ
重
要
と
な
っ
て
い
く
。

4

子
ど
も

へ
の

「
お
そ
れ
」

私
は
、
今
日
の
教
育

の
行
き
づ
ま
り
は
、
子
ど
も
を
人
間
と
し
て
扱

う
こ
と
の
喪
失
に
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

教
育
制
度

い
じ
り
だ
け
で
教

育
が
蘇
生
す
る
は
ず
が
な
い
。
教
師
や
親
は
、

「
人
間
は
問
う
存
在
」

で
あ
る
こ
と
を
信
じ
き

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
子
ど
も

の

「
問
い
」

に
対
し
て
、

「
お
そ
れ
」
を
抱
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
り
ひ
と

り
の

「
こ
の
子
」
に
、
そ
の

「
本
然
の
問

い
」
を
追
究
し
ぬ
か
せ
る
こ

と
を
保
証
す
る
こ
と
が
教
育
の
根
源
で
あ
る
と
考
え
る
。
低
学
年
教
育

改
革
も
、

こ
こ
を
原
点
に
す
べ
き
だ
と
思
う
。

私
は
、

こ
の
趣
旨
の
こ
と
を
、

「
教
育

展
望
」
誌

(文
部
省
学
術
国

際
局
管
下
学
術
研
究
法
人
財
団
法
人
教
育

調
査
研
究
所
)
本
年

一
・
二

月
合
併
号
、
特
集

「
私
の

『
教
育
改
革
」

論
」
の

「
巻
頭
言
」

に
も
記

し
た
。
同
誌
に
は
、
臨
教
審
委
員
の
、
有

田

一
寿
、
斉
藤
正
、
黒
羽
亮

一
の
諸
氏
や

小
林
哲
也
氏

(京
都
大
学
教

育
学
部
長
)
、

柴
田
義
松
氏

(東
京
大
学
教
授
)
も
教
育
改
革
論
を
記

さ
れ
た
が
、
私
は
、
何
と
し

て
も
、

「
こ
の
子
」

に
、

「
自
ら
の
学
習
法
」
を
開
拓
さ
せ
た
い
。

(な
が
お
か

ふ
み
お

文
学
部
教
授
)
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